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研究 目的

イ ンプ ラン ト上部構 造 の良好な適合をはかるには,印 象 採得時 に印象用 コー ピン グ間を
パター ン用 レジンで連結 し,硬 度 の大 きな印象材 を使 用す る ことが推奨 されている。 しか

し,硬 度 の大 きな印象材 はア ンダー カッ トをブロックア ウトした としても,印 象 の撤去 に

際 し患者 に苦痛 を与 えることが欠点であった。 これに対 して,印 象用 コー ピング間 を連結

した条件 では,硬 度の小 さな印象材 で もアバ ッ トメン トアナ ログの変位 に影響 しないとい

う報告がな された。 しか し,印 象用 コー ピング問の連 結は 口腔内における操作時間の延長

や レジンモノマーによる口腔軟組織への為害作用および揮発成分による呼吸器への為害作

用などが考えられる。そ こで,印 象用 コー ピングを連 結 しない条件下で,低 硬度 印象材が

アバ ッ トメ ン トアナログの変位にどのような影響 を及ぼすかを検討 した。

研究方法

基準模型 としてステンレス製の金型を製作した。金型上面の中央部に10.0㎜ の間隔 でア
バ ッ トメ ン トアナ ログを垂直に2本 植 立 し,上 部構造 装着 部(近 心側:S1,遠 心側:S2)

とした。 それぞれ の近遠心外側 に基準アナ ログを平行に植立 した(近 心側:R1,遠 心側:

R2)。S1,S2に 締 結 した印象用 コー ピングには,連 結 されてい ない状態のパ ター ン用 レジ

ン製ブロックを付与 した。R1,R2に 連結 した基 準アナ ログ用 コー ピングは トレー連結部に

ネジ固定 した。印象材は,低 硬度 印象材 と してエ グザ ミックスファイン ・インジェクショ

ンタイプ(ジ ー シー1以 下IJと 略す)と,高 硬度 印象材 エ グザイ ンプ ラン ト(ジ ー シー:

以下EIと 略す)を 用 いた。 印象材 を注入後,ト レー を基準模 型金型 に適 合 させ,ト レー を

連結部 にネ ジ固定 した。
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印象材を注入後,ト レー を基準模型 金型 に適合 させ,ト レーを連 結部 にネ ジ固定 した。硬

化後,ト レー を撤 去 し,印 象 面のS1,S2に アバ ッ トメ ン トアナ ログをR1,R2に 基準用アナ

ログを10Ncmの トル クでス ク リュー締結 した。 ボクシング用金型枠 を印象に設置 し,超 硬

質石膏 を注入 してIJ群,EI群 とも5個 の作 業用模 型 を製作 した。 三次元座標測定器BH-

V707(ミ ツ トヨ)を 用 い,R1とR2か ら設 定 した座 標系 で,R1,R2に 対す るS1,S2の 変位 量

お よびS1,S2問 の相対 的位置 の変化 を算 出 した。統計処理にはStudent-tテ ス トを用 い

た。

結果 と考察

R1,R2に 対す るS1,S2の 変位 量は,X軸 方 向でIJ群 が-15.2±23.3μm,EI群 が-5.2±

14.3μm,Y軸 方 向でIJ群 が-2.8±13.3μm,EI群 が-14.7±75.1μm,Z軸 方 向でIJ群

が-35.7±16.6μm,EI群 が-31.8± 二10.4μmで あった。 これ か ら算 出 したR1,R2に 対す る

S1,S2の 三次元的変位量 はIJ群 が45.3±21.4μm,EI群 が39.6μm±7.7μmで あ り,い ずれ

も有意差 を認 めなかった。 また,基 準模型 に比較 した作業用模型 でのS1,S2の 相対的位置

の変化量 はX軸 方 向でIJ群 が22.8±4.6μm,EI群 が20.0±19。1μm,Y軸 方向でIJ群 が

13.0±4.6μm,EI群 が6.8±3.5μm,Z軸 方向でIJ群 が17.8±4.6μm,EI群 が6.5±3.4μm

であった。 これ らか ら算 出 した相 対的変位量はIJ群 が36.2±10.3μm,EI群 が33.2±13,9

μmで あ り,い ずれ も有意 差は認 め られ なか った。

本研究の結果から,パ ター ン用 レジン製 のブ ロ ックを印象用 コーピングに付与 した条件

では,印 象材 の硬度 は作業用模型 の再現性に影響 を及ぼさないことが示 された。 これは,

パ ター ン用 レジン製 のブ ロックが回転や移動に対 して抵抗す ることや,レ ジ ンブ ロ ック間

の印象材 の厚 さが小 さいことによるものと考えられる。今回用いた高硬度印象材はショア

A硬 度 が66と 大 きいためアナ ログ連 結か ら石膏注入 ・硬化の過程で変位 しにくいこと,低

硬度印象材 は永久歪 みが0.3%と 小 さいた めわずか な変位量 に対 して永久歪みとなり得な

かったことが影響 したものと考えられる。

インプラン ト治療の臨床では,イ ンプラン ト体 の埋入方 向がイ ンプラン ト間で平行であ

るとは限らず,ま た咬合 平面に対 して傾斜 す ることが多い。傾斜埋入 されたインプラン ト

体の印象採得では,作 業用模型 の再現性 に影響 の生 じることが報告 されている。本研究に

用いた基準模型はインプラン ト体を垂直に埋入 した場合を想定 しているので,傾 斜埋 入 し

た場合 にお け る作 業用模型の再現性 については言及できない。 この点については今後の解

明が望まれ る。

結論

印象用コーピングにパターン用レジン製のブロックを付与して印象することにより,印

象材の硬度が作業用模型の再現性に影響しないことが明らかとなり,低 硬度印象材を使用

しても適合良好な上部構造を製作することが可能であることが示唆された。


